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資料５

※TDMとは、交通（transportation）需要（demand）管理（management）の頭文字で、
一般的には「交通需要マネジメント」と訳されています。交通渋滞を緩和するための
手法の中で、「車の利用者に対して、車や道路の利用方法の変更や工夫を促す手法」が
TDMです。
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■ゴールデンウイークの対策実施概要

Ⅰ．「経路分散」施策の実施概要

 
北部地域には宜野座ICからも行けます。 

■横断幕・立て看板・HP・新聞広告による周知

横断幕 設置箇所 4箇所
(①杣山第一橋、②杣山第二橋、③ｼｯﾁ原橋、④志那田原橋）

立て看板 設置箇所 12箇所（宜野座IC～仲尾次（北）交差点）

HP 掲載箇所 2箇所（北部国道事務所HP、海洋博記念公園HP）

新聞広告 新聞社 2社（琉球新報、沖縄タイムス）

広告実施日 R6.5.2（木）

迂回ルート及び横断幕・立て看板設置箇所

▲設置した横断幕

▲設置した立て看板

550mm

1400mm

▼「経路分散」実施概要

迂回ルート

通常ルート

宜野座IC

仲尾次（北）

迂回ルート起終点

立て看板設置箇所

通常ルート

迂回ルート

横断幕設置箇所

5858

5858

58329

58331

市道羽地大川線

許田IC

名護東道路

①
② ③

④

至 古宇利島
至 

世
界
遺
産(

や
ん
ば
る)
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５．TDM施策の実施状況

ゴールデンウイークの対策実施方針（北部）
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■ゴールデンウイークの対策実施概要

Ⅱ．「時間分散」施策の実施概要

■ラジオ・チラシ（道路情報誌アシナビー）・HP・新聞広告による周知

ラジオ ラジオ局 3局（FM、RBC、ROK）

放送期間 R6.4.26（金）～R6.5.6（月）

放送回数 朝夕ピーク時間帯（1日2回／1局）

チラシ 配布先 36箇所（那覇空港周辺レンタカー会社、道の駅、海洋博公園等）

配布時期 R6.4.25（郵送・訪問）

HP 掲載箇所 2箇所（北部国道事務所HP、海洋博記念公園HP）

新聞広告 新聞社 2社（琉球新報、沖縄タイムス）

広告実施日 R6.5.2（木）

＜ラジオ放送内容（約20秒/1回）＞
 北部国道事務所からのお知らせです。
 連休中は、許田IC、伊差川IC、国道58号名護市世冨慶交差点で、渋滞が激しくなります。 昨年は午前

9時過ぎには激しい渋滞が見られたので、お出かけの時刻を早めるなど混雑しない時間帯に通過すること
をおすすめします！

5/3（水）にはチラシをすべ

て配ることができた。

北部地域へ行くお客さんに

対して、チラシを使って説

明し、問題なく「時間分散」

について理解してもらえた。

500

108

0
100
200
300
400
500
600

印刷部数 残部数

部数（部）

約8割が観光客
の手に届く

▲アシナビー配布状況（レンタカー会社5社）

（レンタカー会社の従業員）

配布したチラシ（道路情報誌アシナビー）

▼「時間分散」実施概要

５．TDM施策の実施状況

ゴールデンウイークの対策実施方針（北部）
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■ゴールデンウイークの対策実施概要

Ⅲ．「信号現示の調整」概要

 名護東道路（世冨慶IC～数久田IC間）開
通後の観光繁忙期（ゴールデンウィーク）
に交通実態調査（R4.5.3）を実施。

 結果、「伊差川IC」、「世冨慶IC」、「世冨
慶」、「真喜屋」、「許田」、「松田(北)」の各
交差点で500m※を超える交通渋滞が発生。

 各交差点において、交差点解析を行い、
混雑の緩和が見込まれる、
最適信号現示について検討を実施

 効果が見込まれる交差点を対象に交通
管理者との協議により「最適信号現示変
更」による交通混雑緩和策を実施する。
（効果把握も併せて実施）
※一般道路（DID地区外）での渋滞ポイント
（出典：国土交通省道路局_渋滞対策について）

【対象交差点】：４箇所
世冨慶IC交差点、世冨慶交差点、
許田交差点、松田（北）交差点

※伊差川IC交差点については、交差点改良（R6.3完）時に
 信号現示を調整しているため、今回は未実施

【実施期間】
令和6年4月30日（火）～5月6日（月）
（ゴールデンウイーク期間）

伊差川IC
（C方向）

3,930m
(10時帯)

世冨慶
(B方向)

2,300m
(13時帯)

世冨慶
(C方向 )

550m
(11時帯)

1,100m
(18時帯)

世冨慶IC
(B方向)

1,150m
(12時帯)

4,200m
(12時帯)

名護市中心部

名護市中心部

伊差川IC

世冨慶

世冨慶IC

数久田IC

白銀橋(東)

松田(北)

許田

真喜屋

川上

凡例

交通実態調査箇所
最適信号現示検討箇所
最大渋滞長（500m以上）（調査日：令和4年5月3日）

松田(北)
（B方向）

許田
（A方向）

820m
(16時帯)

５．TDM施策の実施状況

ゴールデンウイークの対策実施方針（北部）
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■ゴールデンウイークの対策実施結果
Ⅰ．「経路分散」施策実施による効果検証

・断面１を通過する北向け交通のうち、迂回ルートを通る交通割合がR5より約3％増加⇒一定の効果を確認
・世冨慶交差点における最大渋滞長がR5年より約0.9km緩和⇒一定の効果を確認
・名護東道路において伊差川IC交差点を先頭とした渋滞がR5年より約3.0km緩和⇒一定の効果を確認

■伊差川IC交差点
R5渋滞長：3,020m

(11時台)

R6渋滞長：30m
（10時台）

▲最大渋滞長の変化（世冨慶交差点許田側流入部）
0 200 400 3000 4000

R5.5.4

R6.5.4

(m)

3,020m（11時台）

30m（10時台）
2,990m緩和

【交通量調査】R5GW：令和5年5月4日(木)、R6GW：令和6年5月4日(土)

0 100 200 800 1000

R5.5.4

R6.5.4

(m)

920m（10時台））

20m（8時台）
900m緩和

世冨慶IC交差点

世冨慶交差点

二見バイパス入口交差点

断面１

▲最大渋滞長の変化（伊差川IC交差点世冨慶IC側流入部）
▲経路分散ルート

交通量調査箇所

最大渋滞長（R5.5）
最大渋滞長（R6.5）

通常ルート

迂回ルート

▲交通量割合の変化（断面1北向け交通）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5.5.4

R6.5.4

世冨慶(南側直進流入部) 世冨慶IC(南側直進流入部) 二見BP入口(南側右折流入部)

20,706台/12h

23,175台/12h

72.3%
（14,965台/12h）

66.1%
（15,317台/12h）

25.6%
（5,935台/12h）

22.1%
（4,576台/12h）

約3%増

迂回ルート通常ルート

伊差川IC交差点

■世冨慶交差点
R5渋滞長：920m

(10時台)

R6渋滞長：20m
（８時台）

5858

5858

58329

58331

市道羽地大川線

名護東道路

5.6%
（1,165台/12h）

8.3%
（1,923台/12h）

至 古宇利島 至 世界遺産(やんばる)

58329
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■ゴールデンウイークの対策実施結果
Ⅰ．「経路分散」施策実施による効果検証

○ETC2.0データを用いた沖縄自動車道を利用する交通の経路分析
・経路分散を行っていないR5年GWに比べ、経路分散を実施したR6年GWは迂回ルート（宜野座IC⇒国道329号ルート）が約4％
増加した。⇒一定の効果を確認

841台/4h
(100％)

59台/4h
(7.0％)

562台/4h
(66.8％)

令和５年ＧＷ
経路分散実験をしていないときの経路

令和６年ＧＷ
経路分散実験をしたときの経路

実験
効果

1,333台/4h
(100％)

148台/4h
(11.1％)

827台/4h
(62.0％)

データ：ETC2.0様式2-1_R5.5.3～5の9・10･11・12時台 データ：ETC2.0様式2-1R6.5.3～5の9・10･11・12時台
※速報値

5858

5858

58329

58331

5858

5858

58329

58331

名護東道路 名護東道路

58449 58449

4.1％増加

58329 58329

５．TDM施策の実施状況
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■ゴールデンウイークの対策実施結果
Ⅱ．「時間分散」施策実施による効果検証

1,300

1,956

2,457
2,542 2,624 2,596

2,071 1,924
1,670 1,581 1,472

1,2451,551

2,146 2,255

2,584

2,028 2,137
1,794 1,743

1,309 1,559 1,352
1,233

1,708

2,554
2,400 2,450 2,172

2,122
2,079 1,868

1,681 1,574
1,380 1,323

6%

8%

10% 11%
11% 11%

9%
8%

7%
7% 6%

5%

7%

10%
10%

12%

9%
10%

8% 8%

6%
7%

6%
6%

7%

11%
10% 11%

9%
9%

9%
8%

7%
7%

6% 6%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

R4.5.3 R5.5.4 R6.5.4

台/12h

増加

減少

〇R6とR4（時間分散施策無し）の比較
 ・北部方面向け交通について、7時台～8時台の時間帯別交通量割合がR4年より約1～3％増加⇒一定の効果を確認
 ・北部方面向け交通について、11時台～12時台の時間帯別交通量割合がR4年より約2％減少⇒一定の効果を確認

〇R6とR5（ラジオ・チラシによる時間分散施策有り）の比較
 ・北部方面向け交通について、R5のときと比べても、8時台で時間帯別交通量割合が約1％増加し、12時台で交通量割合が約1％

 減少した。⇒広報媒体が増えることで、「時間分散」の効果が増加

▲分析断面の交通量（北部方面向け）

▲分析断面の時間帯別交通量・割合（北部方面向け）

▲分析断面（国道58号、名護東道路）

世冨慶 世冨慶IC

許田

数久田IC

分析
断面

23,440 
21,692 

23,311 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

R4.5.3 R5.5.4 R6.5.4

台/12h

広報媒体 R4 R5 R6

ラジオ 〇 〇

チラシ 〇 〇

HP 〇

新聞広告 〇

▼「時間分散」内容（R4～R6） R4年度と同等の交通量

R4よりも増加
※R5とは同等

R4・R5よりも増加 R4・R5よりも減少
R4よりも減少
※R5とは同等

５．TDM施策の実施状況

ゴールデンウイークの対策実施方針（北部）
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■ゴールデンウイークの対策実施結果

交
差
点
名

渋滞
方向

信号現示
調整
時間帯

最大渋滞長（m）
(07:00～19:00) 信号現示

調整効果
(最大渋滞長増減)
※R4とR6の比較調整前

（R4.5.3）
調整後
（R5.5.4）

調整後
（R6.5.4）

世
冨
慶

B方向
国道58号：
至 許田

10：00～
15：00

2,300
(13時台)

920
(10時台)

20
(8時台)

緩和
(約10割減)

C方向
国道329号：
至 世冨慶IC

550
(11時台)

280
(11時台)

300
(13時台)

緩和
(約5割減)

世
冨
慶

I
C

B方向
国道329号：
至 二見 10：00～

14：00
1,150

(12時台)
30

(14時台) 0 緩和
(約10割減)

許
田

A方向
国道58号：
至 世冨慶

16：00～ 1,100
(18時台)

170
(18時台) 0 緩和

(約10割減)

松
田(

北)

B方向
国道329号：
至 宜野座 10：00～

14：00
4,200

(12時台)
20

(12時台)
270

（11時台）
緩和

(約9割減)

Ⅲ．「信号現示の調整」実施による効果検証

世冨慶

(B方向)

調整前：

2,300m
(13時台)

↓

調整後：

20m
(8時台)

世冨慶

(C方向 )

調整前：

550m
(11時台)

↓

調整後：

300m
(13時帯)

調整前：
1,100m

(18時台)

世冨慶IC

(B方向)

調整前：

1,150m
(12時台)

↓

調整後：

0m

調整前：
4,200m

(12時台)

名護市中心部

名護市中心部
伊差川ＩＣ

世冨慶
世冨慶IC

数久田IC

白銀橋(東)

松田(北)

許田

真喜屋

川上

凡例
交通実態調査箇所
最適信号現示検討箇所
調整前最大渋滞長（調査日：令和4年5月3日）
調整後最大渋滞長（調査日：令和6年5月4日）

調整後：
0m

調整後：
270m

(11時台)

→

→

※信号現示調整は調整時間帯以外でも交通状況に影響を
  及ぼすため全時間帯で比較。

松田(北)

（B方向）

許田

（A方向）

・世冨慶交差点において、最大渋滞長が大幅に緩和（B方向：2,300m→20m、C方向：550m→300m）⇒一定の効果を確認
・世冨慶IC交差点において、最大渋滞長が大幅に緩和（B方向：1,150m→0m）⇒一定の効果を確認
・許田交差点において、最大渋滞長が大幅に緩和（A方向：1,100m→0m）⇒一定の効果を確認
・松田（北）交差点において、最大渋滞長が大幅に緩和（B方向：4,200m→270m）⇒一定の効果を確認
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